





























政策科学　19 － 3，Mar. 2012
言葉など通じなくても大丈夫というバイタリティーには本当に驚かされました。お陰で杭州の
街を随分と見ることが出来ました。また、村山先生が一村一品運動の提唱者である元大分県知
事の平松さんの博士論文の指導者であったことを知ったのもこの頃でした。
　2009 年度には、村山先生が研究科長、私が研究科担当の副学部長ということで、今度は、学
務をご一緒させて戴くことになりました。執行部会議などの席上、一体、今の議題とどう繋が
るのかわたしには皆目分からない意見の開陳が始まり、とまどうこともしばしばでしたが、そ
の内、そういった一見奇抜な意見が導く結論が、極めて常識的なものであることに気付いて、
楽しく仕事をさせていただきました。また、任せた仕事は完全に任せてくれるという意味でも
とても仕事のしやすい「上司」でした。この一年に行った「留学生獲得努力の強化」「日本語基
準と英語基準のリサーチプロジェクトの分離」などは、その後、研究科にとって大きな力になっ
ています。
　そして、2010 年度からは、その分離された日本語基準と英語基準のリサーチプロジェクトの
双方で授業をご一緒させていただくことになりました。研究主題の定まらない院生に、一見無
関係に見える調べ物をさせ、その内に適切な研究テーマを持たせていく手際には、いつも感心
させられました。また、夜間にかかる授業で、その後、数多くの機会に夕食を共にさせていた
のですが、2度と同じ話をされることがなかったことが記憶に残っています。このことを言うと、
ある先生は、「村山先生はいつも前しか見てないからだ。」と言っておられましたが、確かにそ
れが真実なのかも知れないと思います。
　そして、今年には、何と、私が、先生への名誉教授称号授与の提案をし、この文書を書く立
場になってしまいました。
　考えてみると、この 5年、私は、全てお釈迦様ならぬ村山先生の掌の上で踊る孫悟空だった
のではないかと思えています。
